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  ヒノキ稚苗のリゾクトニア病 第1 圓版

病原 菌 E h i z o c t o n i a  S o l a n i  I ( U H N

病 徴

本病は厘々播種床の幼苗に認むるも天然生稚苗に於ても亦之れを観察せる例あり〇本菌の

寄生せる針葉は漸時綠色を失ひ膨軟腐敗して恰も泥水中に数日浸廣せるが如き狀を呈し，

病鍼更に進行せば遂に苗禮は萎凋倒伏するに至るべし。從て本病はF u s o m a  P a r a s i t i c u m

T u b ・菌に依る子苗倒靡病或はP y t l i i u m  D o  B a r y a n u m  H e s s e 菌に依る子苗立枯病等とは

自ら其徴候を異にす。

病原菌

被害苗に纏絡したる菌絲は蜘蛛の巢狀を呈す。之を玉葱醤油截天培養基上に培養せば2 7 °

— 2 9 〇c に於て幾育最も旺盛にして乳黄色の菌叢を作る。幼菌絲を檢鏡せば無色にして幅3 -

7 パあり，鋭角をなして分岐するを以て多数の菌絲は略々平行す0 幼・菌絲の枝の基部は・梢縊れ

分岐鮎に近く隔膜を具ふ（第一圃) 〇菌絲老成するに從ひ褐色を帶び基部の縊を減じ且つ

直角をなL て分岐するに至る。本菌絲は培養基上所々に集合錯綜して先づ柔き白色の小塊を

形成し其の菌絲塊は漸次增大し，緊密に結合して遂に菌核となる。培養基上にて観れば菌核

は其形態® 々にして大さ一定せざるも多くは半球形をなし大なるものは直經数粍に達し其表

面粗槌にして黑褐色を呈し往々外面に露滴を結ぶ。菌核を構成せる菌絲細胞は褐色にして幅

7 - 1 0 / z の不規則なる樽形をなし，一樣なる擬柔組織を結成して容易に切艶せられ適當なる

狀況に於て胞子の如く獲芽す（第二圓) 。罹病苗より病原菌の分離培養を行ふ際厘々二三の

細菌之れに釀伴するを認めたるが故に更に之を分離培養して調杏したるに寒天培養基上に於

て病原たるR h i z o c t o n i a  S o l a n i  K i i h n との間に嫌鯛現象あるを認めたるが故に目下之れが

本病防衛上に及ぼす應用的價値如何に闘して調査を進めつk あり。

本病原菌との間に最も顯著に嫌鵬現象ある細菌の形態は雨端圓く 4 - 6 本の周生鞭毛を有

する禅菌にして孤立し又は2 個以上連結し大さ1 ・0 — 1 ・5 > < 0 . 6 〃あり内生胞子を形成し「グラ

ム」氏染色陰性なり。6 ケ月標準寒天培養及び食壁加寒天培養に於て退行形を認めず。次に

3 2 。c に於ける培養的性質を観るに寒天斜面培養2 4 時間にして絲狀の扁平なる白色不透明の



2

  第一圓ヒノキのリゾクトニア 第二岡ヒノキのリゾクトニア病菌の菌核

   病菌の若き菌絲 X 5 0 0 を櫛成する苗絲X 5 0 0

菌苔を生じ表面平滑にして濕光を有し泥質にして無臭なり0 標準寒天平面培養2 4 時間後に

㉜育せる聚落は白色放射狀にして恰も珊瑚の如く更に其周緣には缺刻あり叉狀に分岐して增

大す。膠質を溶解せず4 日にして牛乳を凝固す。2 4 時間にして『ブイヨン』及び『コ^ -

ン』 氏液を涸濁し管輪及び被膜を形成す。生理的性質に於ては純好氣性にして糖類及び『グ

リセリン』より酸及び瓦斯を生じ『メチレン』青を還元して脱色せしむるも硝酸盤を亞硝酸

W に又亞硝酸趣を『アンモニウム』釀に還元せ中0 『インド”ル』及び硫化水素を生成するこ

となく馬鈴薯澱粉を糖化する作用も認めず。幾育に要する最適溫度は3 1 °— 3 4 o c なり。

本細菌の性質をG r o u p  n u m b e r にて表示すればB a c . 1 1 2 . 1 1 1 2 0 3 1 なり。

防除法

地溫，氣溫，濕度，陽光，土質等の所謂環境は植物の組織構成上密接なる脇係を有するが

故に先づ外園の條件を適當にして寄主の組織を強籾ならしむると同時に病原- 菌の誘車蔓延を

來さざるやう有利に導かざるベからず。即ち

1 播種床は陰B ならしめざること。

2 間引及除草を働行すること。

3 育苗上日覆の程度に注意すること。

從來日覆には往々遮光の量多きに過ぐるものを用ひ或は天候の如何に拘はらず之れ

を固定するため反つて床面の陰濕を招きて苗禮の組織を纖弱ならしめ延ては病原菌
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の薇生繁殖を助畏するが如き場合無しとせず0 日覆には多く葭貧・を用ふるも普通の

一回編みは透光i 過少なるが故に特に二回編みを選ぶべし。竹製の日覆を用ふる楊

合にも材料幅と問隙幅とは略等しきもの（透光率少くも4 0 — 5 0 % ) を可とす。何れ

も床而上七八十糎の邊に水平に掛くべし。

4 苗木の健版に留意し疑はしきものある時は直に資料を試驗場に送附すると同時に罹摘

の恐れありと認むる苗木は拔収り燒却し，跡地には木灰，石灰或は硫黃末等を撒布し

て地表を攪伴すべし。

本病に酎しては特に強力なる殺賴潮を必要とするも初期に於ては問引，除- 草及日覆を

掛酌して陰® を防ぎ併せて一般殺留潮（ボルドー液，王銅，クポイド等）を施用せば

敦果あるべし。

5 幾病地酉は二三年間ヒノキの播種床に用ひざるを安全とす。

6 本病原菌は厘々農作物に寄生するが故に農朝: 地を新たに苗圃とする場合には殊に注意

 を要す。



ヒノキの葉フル匕病 第岡I 版
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ヒノキの葉フルヒ病 第2 圓版
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病原 菌 L o p h o d e r m i u m  C h a r a a e c y p a r i R i i  S H I R A I  e t  H A R A

病 徵

本被害は山出苗齢以上植栽後数年迄のものに多し，或は單綱に寄主を位し或は他の病溫害

のため衰弱せるものに併疲す。本f f l 寄生して繁殖するに至らば枝葉の表面に黑色の斑馳現は

る0 之れをルーペ（1 0 — 1 5 倍）にて観れば小粒狀及短悍狀の漆黑色隆起即ち子襲盤を認め得

べし。病勢進むに從ひ針葉は綠色を失ひ遂に赤褐色又は灰褐色に鍵じて乾枯睨落す。被害甚

しきものは僅かに一部の枝先に綠葉を竣すに至るべし其狀恰も早害に似たり。

病原菌

子藥盤は表皮の角皮下に生じ紡錐形乃至圓形の小隆起をなし長さ5 0 0 — 8 0 0 バ，幅3 0 0 — 5 0 0 バ

厚さ3 0 0  —  3 5 0 パあり漆黑色を呈し成熟せば縱に裂開す0 子襄は圓筒狀或は棍捧狀にして頂端

梢尖り大さ況) - 6 0 x 5 . 0 - 5 . 5 パあり内に8 個の子襄胞子を束生す。子襄胞子は單細胞無色にし

て針狀をなし大さ4 0 - 5 0 x 0 . 5  —  0 . 7 / z あり絲狀禮は絲狀にして頂端・梢膨大し單一なるか頂端

に於て分岐す0

第一岡ヒノキ葉フルヒ病菌の子越及絲狀賤X 5 0 0

防除法

  1 . 樹勢旺ならざるものは得て罹病し易きが故に造林用には頑強苗を選ぶは勿論山出植付

等の操作に於ても活力を弱めざること特に肝要なり。

  2 , 育苗中は殺菌潮の撒布を働行すること0
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( 附サハラ苗には概して殺® 潮の施用を要せす）

  3 . 樹下植栽木に封しては環境に注意し陰湿に陷らざる樣手入を要す。

  4 . 造林地に在りては週滯なく除伐問伐を行ふこと。

  5 . 罹病禮及乾枯脱落せる針葉は集めて燒却するか深く地中に埋め込むこと。

  6 . 被害甚しき画場には連作を避くること〇



ヒノキのナラタケ病 掛三廠. 版

培養某上に駿育せる根狀菌絲

M y c e l i u m  o n  o n i o n  s o y  a g a r  ¢ R h i z o m o r p
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匕ノキのナラタケ病 第3 岡版

病原 菌 A i T n i l l a r i a  r a c l l c a  ( V A H L . )  S A C C .

病 徴

患部の位置が根或は樹幹の根際部なるため病勢進行するに從ひ恰も卷枯らしの如く全禮的

に枯凋す。被害樹の根株或は地際に近き幹部を剝皮せば白色の菌絲曆著しく褒達するを観る

べし。根部には更に細根の如き帶褐黑色の根狀菌絲束を多敷に外生す。是等の特徵のみに依

りて既に本病たることを認知し得ベし。本 1 i の被害は概してヒノキ植栽後数年乃至十数年の

ものに多く例へば罹病せるクヌギ，ナラ等の澗・葉植! 林に接し或は其跡地などにヒノキを植栽

せる場合殊に下刈，除伐等行届かざりし個所に於て展々危險あり0 寄主として知らる\ 樹種

にはヒノキ及マツ類，カラマツ，エゾマツ，タウヒ，ナラ，クヌギ，サクラ，ハンノキ，ヤ

マナラシ其他果樹園藝樹等勘なからず。最近救年間に於て地方御料地より當場に送付越のヒ

ノキ被害資料中には鑑定の結果ハフルヒ病又はナラタケ病と認めたるもの頓に多き傾あり注

意を要すべし。

病原 菌

菌絲は根より侵入して樹皮下に著しく蔓延し白色皮膜狀の菌絲曆をなす。菌絲は無色にし

て隔膜を具へ幅2 バあり，特に樹脂道の多く介在する形成暦部の柔組織を侵害するため被寄

樹幹より夥しく樹脂を漏出す0 若き菌絲には幾光現象を認めらる！. ものあり。被害樹の根株

に纏絡する菌絲は束狀に結合して所謂根狀菌絲束を成す0 根狀菌縣束の内部は疎なる無色の

菌絲より成り白色を呈するも外側は緊密に結合せる褐色又は黑色の膜厚き菌絲にて被はれ外

見樹木の細根に酷似し直經1 ・0 — 2 . 5 m m あり。普通被害樹根に纏饒するも一部は更に地中を

蔓延して他の植物根部に達すれば之に侵入寄生す。結實禮ナラタケは根狀菌絲束より生じ秋

期被害樹の根際部に族生す。盥は直經- 1 5 c m あり黃褐色を呈し初め丸山形なるも後偏平

となる。表面には褐色の小鱗片を具へ周邊部に唐傘を想はしむる條あり。未開の蓋には薄き

盥膜あり開きて後は膜狀の鍔となりて董の上部に竣る。董は長くして質堅く下部膨大して黃

綠色の微毛を有し桐は白色にして壁に直生又は垂生す。胞子は白色楕圓形大さ6 - 9 パあり0

防 除 法

J . 病徽明らかなるが故に鋏はしきものは現地に於て直に鑑卯し本薄の被寄木は恩付次游
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根株諸共掘り除くを要す。

2 . 根株掘取跡には直に補植せざるを安全とす。一應秋! 明に於けるナラタケ駿生の有無及本

被害の進行如何を確むる要あり〇



スギ苗の癌腫病 P L . 第\ 明岡版

X 2 0
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スギ苗の癌腫病 第4 闘版
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病 掠 菌 V a l s a  C r y p f c o i u e r i a c  K l T A J I M A

病 微

本被害は二回床替以上のW 木に多きも密生徒f i せし播® 床の幼m にも微候を見受くる場合

あり。董の表皮組織綠色を呈する部分に⑮病す。多くは壁の片側より始まり當初は鮮かな赤

褐色を呈し綠色部と接する部分は和黃色を帶ぶるもB 部は漸次黑褐色に鍵じて往々小なる組

裂を生じ健全部より幾分轡曲せる如く陷没し更に病勢進むに從ひ此部分は膨大して紡錘形を

呈し下側に多くの不定芽を狸生す。斯くして患部以上は美® なる鮮紅色を呈して乾枯す。偶

々生色あるものと雌も患部は挫折し易きが故に雲® 等に極めて弱し。

病原菌

柄子殻は表皮下の子座中に生じ外壁は黑色を呈し共底部は蕪齊狀に膨大して直托1 0 0 - 3 0 0 バ

あり。後に長頸を出して表皮を破り其頭部を外方に現し漏氣をf j . れば内部より微黄色粘液狀

の柄胞子を溢出す。柄胞子は無色單胞にして畏楕0 1 形を呈し，概ね一方に替曲し大さ2 . 4 -

6 . 5  x  0 . 8 — 1 . 3 / j あり（第一圓) 。子駿殻は球形にして直搜2 5 0 一2 6 0 パあり救個集合して一團と

なり子座中に形成せられ畏頸を以て表面に開口す。子袈は棍棒狀を呈し大さ3 0 . 0 — 3 2 . 5 x 4 . 7

— 5 . 如あり。内部に8 個の子毅胞子を藏す。子藤胞子は單胞無色にして一方に轡曲し大さ7 / 2

— 9 . l x  1 . 5 — 1 . 9 パあり（第二闘) 。集團せるものは肉色を呈す。

  第一岡スギ痛腿病笛の柄胞子X I . 0 0 0 第二卿スギ癌腿碗做の子進及子進胞子X 1 . 0 0 0

防除法

1 ・本菌は傷痰寄生菌なるを以て床替其他の作業中苗® を® 傷せしめざること0

2 . 選苗の際® 癌基しきものは偃令生色あるも除外するを安全とす。見込あるものは被害下

部より煎除して植付け再起を期すべし0



1 0

  3 . 除外苗及潮徐せる被審部は燒却すること。

  4 . 圃場に在りては殺菌割の施用を® 行すること。

  5 . 被害地にはスギ苗の連作を避くること。



シヒの絹皮病 第1 五岡/ 版
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  シヒの絹皮病 第5 圓版

病 原 菌 C y p h e l l a  p u l c h r a  B .  e f c  B R .

病 徴

幹及枝の表面に白色の菌絲繁殖して鮮明なる銀白色のを生じ、漸次摘大して其周園を

被ひつk 上下に蔓延す。被寄木を遠見すれば病斑部は恰も白ペンキを塗布せるが如き観ある

も古き病斑部には所々淡黃色の部分あり。表面には白色の菌絲束縱走す。患部の樹皮は梢黃

色を呈して遊しく軟化腐敗す。尤も本菌は木纖維を侵さざるが故に材部は腐朽するも木繊維

は蹴麻狀に分離して存す。本病w は殆んど寄主の年齢を問はず例へば靜岡縣掛川出張所部内

大代御料地に於けるシヒ、シデ等の被害木は十年生（直經4 c m ) より五十年生（直經4 0 c m )

に及び其害著しきものは枯死す。普通地上一，二米の幹部に車病し漸次上下に蔓延するを常

とするも又厘々梢端或は地際部にも病斑を生ず。病狀進行せば寄主は枯損す。本寄主にはシ

ヒの外アカガシ, アラカシ, ナラ, アカシデ，アセビ，シロダモ，サカキ, ヒヒラギ，シ

キミ，ネヂキ，イヌグス，ミツバツツジ，マルバウツギ，フジ，ツルグミ，テイカカヅラ等

あり0  ・

第一圓埼養せる絹& 病菌の菌糸X 3 0 0

病原菌

菌絲は無色にして幅2 — 3 “あり多数の控子腿を具へ（第一圓）銀白色の滑かなる菌絲曆

をなして被寄樹皮面を被ふ0 菌絲暦の古き部分には白色の菌絲束を形成す0 菌絲束は直經
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0 . 2  m m 内外なるも太きは0 . 5 m m に達し樹枝狀に分岐して菌絲曆上に蔓延す。菌絲磁の

周邊は光澤ある白色絹絲狀の® 絲により・て緣取らる。本菌絲は樹皮及び木質部の細胞中曆及

導管内に荻延してリグニン物質を分解す。從て其被害部は淡黄色に鍵じ腐朽して遂に木織維

の分離を來たすに至る。子® ® は菌絲暦上に散生し回き皿・狀を呈す。直搜0 . 5 — 1 . 0 m m 厚さ

0 . 2  m m あり鞘淡黃色を帶ぶ。皿の緣邊には細毛あり未熟なる時はM の緣は内方に卷き

込みて椀狀を呈するも成熟すれば展開して表面平滑となる。皿の表面は7 K 暦にして櫓子・

柄並列す（第二® ) 〇櫓子柄は無色にして棍捧狀を呈し大さ1 8 x 5 パあり項端には長さ

5 一7 バの小角4 本を具へ其先端に櫓子胞子を附す。撥子胞子は無色にして卵形をなし一端梢

尖り大さ4 - 8 x 3 — 知あり（第三圃) 〇本萌は標準寒天培養基上には㉜育せざるも之を玉

葱醬油寒天培餐基又は馬鈴薯寒天培® 基上に培養せば2 7 O — 3 〇〇C に於て最も良く - 育して

白色の菌叢を作る。菌叢上にシヒとヒノキの小枝を置き其車育狀態を観察せるに菌絲はヒノ

キの枝上に殆ど蔓延せざるもシヒには著しく菌叢の® 育せるを観たり〇

第二脚絹皮病菌の子® 聽X 5 0 第三脚絹皮病菌の撥子柄及撥子胞子X 1 . 0 0 0

防除法

1 . 本病は欝閉せるシヒ，カシ等の澗葉樹林殊にアセビ，シキミ，サカキ，ヒサカキなど多

き所に㉝生す。除伐，間伐の行屈ける場所或は中腹以上のj a 通しよき邊りには殆んど被

害を見ず。故に森林の撫育方に注意すること肝要なり〇

2 ・被害木或は被害の部分を除き患部は燒却するを要す。



1 3

凡そ森林保護の要諦は周到なる撫育と危害の初期藤見とに在り0 故に病害に封しても之を

防止せんとせば先づ以て危® ㉟生の系統調杏を緊密ならしめざるベからず。斯くして或は®

苗の移輸入に際しては産地の模樣に應じて檢疫を嚴にし或は他の森林耕地に於ける危寄の避

生に備へて防疫上造憾なからしむを得べし。樹苗病原の傳染性に鑑み敢て系統調杏の連絡を

強調する所以なり。
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